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●誌上討論 — 「対称性：思考・言語・コミュニケーションの基盤を求めて」

　
対称性認知科学の論点と広がり：
「誌上討論」の編集にあたって

服部 雅史・山　 由美子　

本号に掲載されている 7篇の誌上討論は，本誌第
15巻 3号（2008年 9月発行）における特集「対称
性：思考・言語・コミュニケーションの基盤を求め
て」（以下では「対称性」特集）を受けた企画に寄
せれたものである．そこで，この特集について，ま
ずは担当エディタとして簡単に総括しておきたい．
「対称性」特集の意義は，次の 3点にあると考え
ている．第 1は，このテーマ自体のユニーク性と発
展性である．「対称性」という特集テーマは，われわ
れが知る限り国内外で前例がない．だからこそ，企
画当初は，このようなテーマで論文が集まるのかと
いう不安も大きかった．幸いにも，われわれの予想
に反して大部の特集となったが，そのせいもあり，
現在では，このテーマの発展性を以前にも増して実
感している．
第 2 の意義は領域的広がりである．このテーマ
は，いわゆる「縦割り」の（教科書の 1章になるよ
うな）テーマではない．対称性とは，非常に限定的
な特性である反面，関連領域は限りなく広い．その
意味でユニークであり，また意義深い．特集に掲載
された論文のバックグラウンドは，行動分析学，比
較行動学，思考心理学，発達心理学，情報科学，理
論言語学，理論生物学，哲学など，多岐にわたる．
第 3の意義は，行動分析学との接点である．対称
性を含む刺激等価性は，1970年代以降，行動分析
学の中で精力的に研究されてきた（山本論文参照）．
行動分析学のアプローチに，認知科学と一線を画す
側面があるとしても，そこで累積されてきた研究成
果に大きな意義があることに疑いはない．認知科学
も，その成立から半世紀が経過し，この間に大きな

Issues and Implications of Symmetry in Cognitive
Science: Introduction to the Debate, by Masasi
Hattori (Ritsumeikan University) and Yumiko
Yamazaki (Keio University).

発展を遂げると同時に，認知科学自体も，ゆっくり
と，しかし大きく変容してきた．認知科学のスタン
スやアプローチも，外部とのイデオロギー的関係の
構図も，時間とともに変化している．新たな接点の
再認識が，認知科学において，あるいは行動分析学
において，あるいは全く別のところで，今後どのよ
うに展開するかわからないが，われわれとしては，
ある種の希望と期待をもってこの「接点」に関わっ
ていきたいと考えている．
このような「対称性」特集に対して，やはり多様

な観点から，示唆的で生産的なコメントにあふれる
「誌上討論」原稿が寄せられた（以下，括弧内は著
者名［敬称略］）．すなわち，特集の中で扱いが少
なかったコミュニケーションの観点を含めた行動分
析学からの総説（山本），認知発達からみた言語使
用と推論の関係についての論評（針生），言語学か
らみた対称性という問題の意義と位置づけに関する
論評（坂本），比較実験心理学からみた人間の特殊
性についての考察（嶋崎），知識構造と類似性とい
う新しい観点による認知心理学からの論評（鈴木・
大西），対称性推論に関する独創的な論理学的分析
（中川），対称性についての方法論的提案（岡）の
計 7篇である．
以上の誌上討論は，領域，観点，内容などの点に

おいて，特集に掲載された論文と相補的な位置関係
を保っている．つまり，特集の論文での議論を受け
て正面から対峙しているというよりは，むしろ，こ
のテーマについてより深く考えるための新しい視
点を提供していると言える．前回の特集論文での議
論に対して，今回の誌上討論による新たな視点や論
点の指摘が加わることで，今後の新しい研究展開の
可能性が広がるかもしれない．このようなプロセス
を経て，対称性という個別テーマを超え，また領域
の垣根を超えて，認知の様々な問題に新たな洞察が
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もたらされることを願ってやまない．
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